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整戸坂城山学区
ぞ社会福祉協議会

仃 戸坂大上1—4—22
戸坂福祉センター内

あ
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こ
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村

鲤

都
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戸
坂
城
山
小
学
校
、
三
年
目
に
な
り 

ま
し
を
奥
村
で
す
。
い
つ
も
、
地
域
の 

皆
様
の
あ
左
た
か
い
御
支
援
や
御
協
力 

に
よ
っ
て
、
教
育
活
動
を
行
う
こ
と
が 

で
き
て
お
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ 

い
ま
す
。

今
年
度
も
四
十
九
名
の
一
年
生
が
入 

学
し
て
き
ま
し
た
。

二
百
五
十
八
名
で 

令
和
七
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。
 

子
供
た
ち
は
、
戸
坂
城
山
小
学
校
自
慢 

の

「
あ
か
さ
か
」
を
元
気
に
上
が
っ
て 

登
下
校
し
ま
す
。
今
年
も
、
む
か
い
だ 

さ
ん
の
前
で
、
交
通
指
導
を
し
て
い
ま 

す
。
毎
日
赤
坂
を
登
っ
て
い
る
子
供
た 

ち
を
眺
め
て
い
る
と
、

「
あ
あ
、
こ
の 

子
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
起
き
て 

も
乗
り
越
え
ら
れ
る
力
を
、
こ
の
赤
坂 

を
登
る
こ
と
で
身
に
つ
け
て
い
る
ん
だ 

ろ
う
な
あ
。
」
と
感
じ
な
が
ら
後
姿
を 

毎
日
見
送
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
う
れ 

し
い
ひ
と
時
で
す
。
 

ー
 

子
供
た
ち
が
こ
の
赤
坂
に
つ
く
ま
で

に
は
、
た
く
さ
ん
の
地
域
の
方
々
が
、
 

緑
色
の
ジ
ャ
ン
バ
ー
を
着
て
子
供
た
ち 

を
見
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
転 

ん
だ
子
供
の
手
当
て
を
し
て
く
れ
炬
り
、
 

元
気
の
な
い
子
に
は
声
を
か
け
て
く
れ
、
 

あ
か
さ
か
ま
で
一
緒
に
歩
い
て
く
だ
さ 

っ
た
り
、
地
域
に
支
え
ら
れ
て
い
る
こ 

と
の
あ
り
が
た
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
度
も
、

「
す
べ
て
の
子
ど
も
た 

ち
の
居
場
所
と
学
び
を
大
切
に
す
る
学 

校
•

家
庭
や
地
域
と
つ
な
が
り
、
信
頼 

さ
れ
る
学
校
」
を
目
指
し
て
。

「
子
ど 

も
の
居
場
所
」

「
こ
ど
も
が(

地
域
と) 

つ
な
が
る
」

「
子
ど
も
の
学
び
」
と
い 

う
子
供
を
主
語
に
し
た
学
校
経
営
に
取 

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
カ 

を
入
れ
て
い
き
想
い
と
思
う
こ
と
は
、
 

「
あ
い
さ
つ
」
で
す
。
人
と

人

の

「
っ 

な
が
り
」

の
第
一
歩
は
、

「
あ
い
さ
つ
」 

や
返
事
だ
と
思
つ
て
い
ま
す
。

「
お
は 

よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」

「
さ
よ
う
な
ら
」

「
あ
り
が
と
う
」
地
域
の
方
々
と
、
子 

供
た
ち
同
士
が
、
子
供
と
教
員
が
、
保 

護
者
の
皆
様
と
、
気
持
ち
よ
く
っ
な
が 

れ

る

「
あ
い
さ
つ
」
が
で
き
る
戸
坂
城 

山
小
学
校
に
し
な
い
と
思
い
ま
す
。
「
あ 

い

さ

っ

あ

ふ

れ

る

あ

か

さ

か

へ

」 

を
合
言
葉
に
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
 

皆
様
も
子
供
疙
ち
と
素
敵
な
「
あ
い
さ 

つ
」
で
つ
な
が
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

今
年
度
は
、
そ

の

「
あ
か
さ
か
」
に 

ち
な
ん
で
、P
T
A

ま
つ
り
を
、
学
校 

運
営
協
議
会
が
主
体
と
な
り
、
子
供
fe 

ち
ゃ
保
護
者
の
方
々
と
楽
し
く
過
ご
す 

時
間
と
し
て
、

「
あ
か
さ
か
ま
つ
り
」 

と
題
し
て
、
各
地
域
の
団
体
の
皆
様
に 

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
ま
つ
り
を
開 

催
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ど 

う
ぞ
、
お
楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

◎この広報紙は共同募金の配分金により作成しました。
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戸坂城山学区 町民体育祭 ー令和7年5月I1B-

優勝大上町内会 準優勝大上四丁目町内会3位出江町内会

5年ぶりに町民体育祭が開催されました。 大上町内会の選手宣誓で競技が開始されました。

当日は、残念ながら天候不良のため午後の競技は中止となってしまいました。 
それでも子供から高齢者まで優勝目指して頑張りました。

学校ではパン食い競争はまずありません。 
すごく楽しそうです。 未就学児も一生懸命走りました。

お昼は町内みんなで、いい親睦となりま・した。 消防団のみなさんもP R活動です。
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貸出し用

車イス

扇

お問合せは

城山社協まで

220-1914

日時 
10月11日仕) 

場所
戸坂福祉センター

主催
戸坂城山学区 

献血推進協力会

盆踊妙大会 
および

繡習日のご案内

日時8月3日(日)午後7時開会
※雨天の場合は中止いたします

場所 戸坂城山小学校グランド

売店 午後6時30分より開店•販売します

「生ビール」「かき氷」

「焼きそば」その他

◎踊りの休憩時にジュースをお配りします。

盆踊りの練習
日 時 7月23日(水)19:0〇〜21:00

7 月30日(水)19:0〇〜21:00 
場所戸坂福祉センター 3階ホール 

曲目戸坂音頭(白糸くずし)、ホームラン音頭、

炭坑節、相馬盆唄その他

戸坂城山学区社会福祉協議会役員(令和7年度)

役職名 氏 名 備 考 役職名 氏 名 備 考

理事会長 塩谷冨士夫 永年経験者 理 事 石津都男 戸坂城山体協顧問

理事制会長埼於 

エルモ準備委員長
桑原勝義 南2丁目町内会長 理 事 岡田 稔 戸坂城山体協会長

理事副会長 

行事実行委員長
曽江井正之 南町内会会長 理 事 奥村鯉都子 戸坂城山小学校校長

理事副会長 東歸稔直 大上地区町内会会長 理 事 平田 悟 戸坂城山防犯組合会長

理事副会長
エルモ調劉8当 山田敏雄 数甲地区町内会会長 理 事 河内幸三 老人クラブ会長、城山防災会長

理事副会長 安井正夫 出江町内会会長 理 事 青木幹丸 東地区保護司会会長

理事職罷 芝 政彦 大上4丁目町内会副会長 理 事 金田晴夫 戸坂城山学区公衛協会長

理事副会長 石原なおみ 戸坂城山女性会会長 理 事 中村雄次 東消防戸坂分団

理事監事 山口 禮子 戸坂民児協副会長 理 事 向井田ミハル 戸坂城山母親クラブ会長

理事福祉 堅山守人］ 地域福祉推進委員 理 事 三上智子 戸坂民児協主任児童委員

理事会計 坂本真知子 東区スポーツ推進委員 理 事 下田かきね 戸坂城山青少協会長

理事事務局長 三宅敏夫 元青少協事務局長 理 事 堀 一隆 戸坂城山小学校PTA会長

理事軸局次長 檀木奈穂 前戸坂城山小学校PTA会長 理 事 向井昌樹 戸坂城山体協

理 事 織田秀実 鶯鳴団地町内会会長 理 事 佐々木静香 戸坂包括支援センター長
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令和7年度 事業実施計画

※イベント等については、感染症防止のため、中止される場合もありますので、ご了承ください。

項 目 開催月日 項 目 開催月日

ふれあいいきいきサロン活動の推進(各町內会) 

高齢者一人暮らしの会食支援(やまゆり) 

ふれあい訪問配食活動の実施(ボランティア) 

買い物、通院の支援(ボランティア) 

研修会,講演会等に参加

ボランティアバンクの駐在 

学校運営協議会

近隣ミニネットづくり事業倪守り活動)(M 

広報誌「しろやま」の発行

登下校見守り活動

「大掃除の日」の設定と実施 

防犯パトロールの実施

へさかともいきネット実務者会議

戸坂地区デマンド型乗合タクシー導入会議等 

地区社協拠点活性化支援事業参加の検討 

広島型地域運営組織「ひろしまLMO」の導入

年間10回 

年間10回 

年間24 回 

年間1回 

年間 3 回 

週3回(月而金) 

年間3回(S脚日他) 

年間通期 

年間2回朗•1月) 

学校登校日 

年間2回(7月•12月)

月I回 

月1回 

年間数回 

12月末まで 

12月末まで

城山学区体育祭の開催

戸坂福祉センターまつり開催

※盆踊り大会の開催

※敬老会の開催

※戸坂城山小学校あかさかまつり

※戸坂連合スポーツ大会の開催

※新年互礼会の開催

※戸坂公民館まつり

※福祉推進会議の開催

※介護施設の福祉まつり協賛

※戸坂城山小学校昔遊び大会

共同募金に協力

※高齢者交流サロンの実施

地区社協オンライン情報交換会参加

5月11日(B) 
6月1日(日) 

8月3日(日) 

9月7日(日) 

11月15 日(±) 

11月23日(祭) 

1月11日(日) 

10月4日仕)5日(日) 

3月

年間2回(恥明) 

年間1回 

10月〜12月 

月1回 

2月に1回

令和6年度決算および令和y年度予算
«収入の部» «支出の部» (単位:円)

科 目 6年度決算 7年度予算 科 目 6年度決算 7年度予算

★前年度繰越金 1,024,510 1,018,826 ★事業支出

事務費 137,310 178, 000

★事業収入
会議費

福祉事業費

'84, 650 

220,186
90, 000

230, 000
会費 486, 050 476,000 研修費 〇 20, 000

補助金•助成金 425,100 430, 000 広報費 101,200 110, 000

共同募金事務費 5,000 5,000
コミュニティ活動事業費 

防災事業費

456, 052 
〇

850, 000
100, 000

コミュニティ活動事業費収入 407, 500 720, 000 体育振興費(体協助成金) 20, 000 200,000
雑収入 14 〇 防犯連助成金 69, 950 80, 000

団体助成金 120, 000 150, 000
負担金 80, 000 100, 000
雑費 40, 000 80, 000

当期収入合計 1,323, 664 1,631,000 予備費 461,826
次年度繰越金 1,018, 826

収入合計 2, 348,174 2, 649, 826 合 計 2, 348,174 2, 649, 826

各町内会•自治会世帯数
令和7年5月現在

町内会•自治会名 世帯数 組織 町内会•自治会名 世帯数 組織

戸坂出江町内会 220 15 戸坂南二丁目町内会 123 14
戸坂数甲町内会 150 9 鶯鳴町内会 35 3
戸坂大上地区町内会 217 6
戸坂大上四丁目町内会 399 29
戸坂南町内会 225 26 計 1369 102


